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血管支配NO作動性神経の作用機序の解析と病態との
かかわり
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ことは、 L-NAによる昇圧が Lー アルギニンから合成される NOの
産生抑制によること、その NOは主として神経に由来することを示
している(論文16)。また、 NO作動性神経が細い腸間膜動脈にも分
布し、神経由来の NOを介して血管拡張をひきおこすことを明らか
にした。血管抵抗減少へのNOの貢献が示唆される。
以上、 1966-1967年に報告してきた NO作動性神経関連の業績
のうち、本研究費の支持により得られた主なものについて要約した。
詳しくは添付した原著論文を参照されたい。
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